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１．はじめに 
 本研究の目的は，地域におけるスキー・スノーボード場の立地展開を調査し，レクレー
ション施設としてのスキー・スノーボード場の機能，地域における役割を明らかにするこ
とである。 
そのために，日本全国，都道府県，特定の場所，の３段階の地域スケールを設定する。
まず，日本のスキー・スノーボードの変遷とスキー・スノーボード場の全国分布を明らか
にする。次に，兵庫県にズームインして，県内にあるスキー・スノーボード場の立地展開
と実態を調査し，地域におけるスキー・スノーボード場の役割を明らかにする。とくに，
兵庫県北部にある代表的なスキー・スノーボード場，ハチ・ハチ北高原スキー場に着目し
て，詳しく調査，考察する。 
 本研究の方法は次のとおりである。 
（１）文献資料によって，スキー・スノーボードの概要を知る。 
（２）日本全国の主要なスキー・スノーボード場のデータベースを作成する。 
（３）兵庫県内のスキー・スノーボード場について，地図や表を作成して考察する。 
（４）兵庫県北部のハチ・ハチ北高原スキー場に数度の現地調査に出かけて，野外観察と
ともに，関係者に聞き取り調査をする。 
 
２．日本のスキー・スノーボードの現在 
（１）日本のスノーボード 
 日本では，1980 年代初頭から各種スノーボードが輸入されはじめたが，ター
ン孤の大きさや性質が違うスノーボードとスキーでの接触事故が多くみられ
た。初級者が多く，装着場所などのルールやマナーが整理されていなかった
スノーボードが，スキーヤーにとっては危険で邪魔であったからという理由
で，スキー場は相継いでスノーボードを滑走禁止にしてしまった。その後，
スノーボード禁止としたスキー場では，スキー場が実施するテストを受検し，
ライセンスを取得すれば滑走できるようにする所も増え，さらに，スノーボ
ーダーの技術向上などによりライセンス制を廃止するスキー場が増えた。 
 1990 年代のバブル期にはスキーが大流行し，週末になると 1 台のリフトを
数時間待つということもあったが，時代は移り変わり，ゲレンデに足を運ぶ
スキー客の減少と年々増加するスノーボーダーも受け入れなくてはならない
という，スキー場の経営的側面も影響している。長野県の老舗スキー場など
では，事故が多いスノーボード解禁には消極的であったが，現在はスノーボ
ードを全面滑走禁止にしているゲレンデはほとんどない。通常のゲレンデで
滑走する「フリーライディング」という滑降スタイルがスノーボードの主流
であり，「グランド・トリック」 1)と呼ばれる滑走技術を楽しむボーダーが多
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い。近年では，パークと呼ばれるキッカー 2)やレール，ハーフパイプといった
スノーボード向けの施設を導入するスキー場も多くなり，多くのスノーボー
ダーの人気を集めている。 
 
（２）日本のスキー・スノーボード場の分布 
 現在日本には，地方の小規模なスキー・スノーボード場や室内人口ゲレンデも合わせ
ると，400 以上ものスキー・スノーボード場があり，コース数とリフト数が多いほど施設
の規模が大きく，総面積が小さくても，多種多様なコースで違った楽しみ方があり，人気
のあるスキー・スノーボード場がある。逆に，広大な面積がありながら，コース数が少な
く，とても規模の小さいスキー・スノーボード場もある。表１では全国のスキー・スノー
ボード場の数を都道府県別に集計した。最も多いのは長野県で，新潟県，岐阜県なども含
め，中部地方に集中していることがわかる。中部地方へは，関西，関東のどちらからでも
容易に行くことが可能なので，利用客が全国で最も多いエリアである。兵庫県は関西では
最もスキー・スノーボード場の数が多く，関西を代表するスノーエリアとなっている。九
州にもスキー・スノーボード場は存在するが，規模は小さく，立地上，スキーヤー・ボー
ダーにとって劣悪な環境であるので，わざわざ他のエリアから訪れる利用客は少ない。 
 
３．兵庫県のスキー・スノーボード場 
 表 2 では，兵庫県の 15 のスキー・スノーボード場の緒元をまとめ，下半分，８つの小
規模なスキー・スノーボード場の詳細は省略している。コース数とリフト数からハチ高原・
ハチ北高原スキー場は，規模が大きく，兵庫県を代表するゲレンデである。ちくさ高原ス
キー場は，スキーとスノーボードの比率が 100：0 となっているが，2012 年～2013 年のシ
ーズンからスノーボードが全面解禁となり，兵庫県の全てのゲレンデでスノーボードが楽
しめるようになった。六甲山人工スキー場は，最長滑走距離が 260m ととても小規模なゲレ
ンデであるが，雪遊びや雪ゾリ専用のコースがあるので，阪神地域に住んでいる家族連れ
には人気がある。 
 
表1．都道府県別のスキー・スノーボード場の数
都道府県 数 都道府県 数 都道府県 数
北海道 12 新潟 25 兵庫 7
青森 3 富山 1 鳥取 1
岩手 7 石川 2 島根 2
宮城 3 福井 2 広島 4
秋田 2 山梨 3 徳島 1
山形 3 長野 54 愛媛 3
福島 17 岐阜 15 宮崎 1
栃木 3 静岡 1
群馬 21 滋賀 5
出所:実業之日本社(2010)『ニッポンのゲレンデ2011』より作成  
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ゲレンデ 住所 総面積(ha)
コース数
(本)
標高差
(m )
最長滑走
距離(m)
最大斜度
(度)
奥神鍋 豊岡市日高町山田 41 8 560 3,100 35
ハイパーボウル東鉢 養父市別宮 6 550 2,000 42
スカイバレイ 美方郡香美町村岡区中大谷701 64 8 500 3,200 32
ちくさ高原 宍粟市千種町西河内 30 5 225 1,200 31
ハチ高原 養父市鉢高原 100 9 491 3,000 35
ハチ北高原 美方郡香美町村岡区大笹 50 11 614 4,000 32
ばんしゅう戸倉スノーパーク 宍粟市波賀町戸倉207 17.6 5 300 1,000 38
但馬牧場公園 美方郡新温泉町丹土1033 5 1,000 36
おじろ 美方郡香美町小代区大谷463 7 1,200 35
万場 豊岡市日高町万場480 5 2,200 32
名色 豊岡市日高町名色 6 2,200 38
ミカタノスノーパーク 香美町小代区新屋1024 8 2,000 38
氷ノ山国際 養父市福定奈良尾509 7 2,500 35
若杉高原大屋 養父市大屋町若杉字奥山99-2 4 700 32
六甲山人工 神戸市灘区六甲山町北六甲4512-98 4 260 20
                             表2．兵庫県のスキー・スノーボード場の諸元
 
ゲレンデ リフト総本数
クワ
ッド
トリ
プル ペア
シン
グル
その他
(本)
スキー
比率
スノー
ボード
奥神鍋 7 7 40 ： 60
ハイパーボウル東鉢 4 4 20 ： 80
スカイバレイ 5 1 4 20 ： 80
ちくさ高原 4 4 100 ： 0
ハチ高原 17 1 4 4 4 4 40 ： 60
ハチ北高原 10 2 1 6 1 40 ： 60
ばんしゅう戸倉スノーパーク 4 1 2 1 30 ： 70
但馬牧場公園 2
おじろ 5
万場 4
名色 5
ミカタノスノーパーク 4
氷ノ山国際 6
若杉高原大屋 3
六甲山人工 3
出所:実業之日本社(2010)『ニッポンのゲレンデ2011』より作成  
 
４．ハチ高原・ハチ北高原スキー場のレクレーション機能 
（１）ハチ高原・ハチ北高原スキー場のコース 
ハチ高原・ハチ北高原スキー場は兵庫県を代表するゲレンデである。営業期間はその年
の降雪量によって前後するが，CSS 3)と呼ばれる造雪システムを利用して，毎年 12 月の第
２週から翌年２月の最終週まで営業している。 
ハチ高原は，総面積が 100ha と広大であり，広く緩やかなコースがあるので，スキー・
スノーボードが初めてという初心者にとって練習しやすくなっている。また，パークはキ
ッカーやレールなど様々なアイテムが揃っているので，これらを使用した小技を練習した
いというスキーヤー・ボーダーにとっては魅力的である。ハチ北高原は，総面積はハチ高
原の約半分であるが，最長滑走距離は 4,000m と長く，急なコースと緩やかなコースが数多
く存在するので，ゆったりと滑ったり，山頂から一気に滑り降りたりと，様々な滑降を楽
しむことができる。当然，初心者にとっても練習しやすいゲレンデでもある。 
どちらのゲレンデも多様なコースやパーク，そして子どもが楽しめるキッズパークがあ
るので，老若男女問わず，誰でも楽しむことができる。 
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（２）21 世紀型スノーランドへの展開 
 鉢伏開発観光株式会社（2002）によれば，21 世紀以降，スキー・スノーボードのスタイ
ルは変化し，様々なアトラクションを利用した楽しみ方が顕著になってきている。ハチ高
原・ハチ北高原スキー場でも，ワンメイクジャンプやクォーターパイプ，テーブルトップ
といった雪によって造るアトラクションからレールを用いたものまで整備されている。ゲ
ーム感覚でしかも技術を要するスタイルは常に進化し，これに対応しゲレンデの設備につ
いてのハードはもとより技術レベルのサポートや安全性などのソフトの配慮がなされてい
る。ハチ高原ファミリーゲレンデにおいては，従来の緩やかな斜面をもつゲレンデだけで
なくバルーンアトラクションやアーチなどを設置し，アミューズメント性をもたせたエリ
アとしてキッズパークがある。エリア内には登行が楽なムービングベルトが設置され，快
適性と安全性を高めている。2001（平成 13）年にハチ高原にオープンしたキッズパークの
好評を受け，翌 2002（平成 14）年にはハチ北高原にもオープンし，アトラクションも増設
した。 
 2002（平成 14）年には，スキー場オープン以来 40 周年を迎え，ハチ北高原にキッズパ
ークを新設しファミリー層の誘客に力を入れるとともに，ハチ高原には鉢伏トリプルリフ
トの架け替えとハイランドビュー（旧一ノ沢）コースの整備を行い，ハチ高原・ハチ北高
原スキー場の一体化が強化された。ハチ高原・ハチ北高原スキー場では，現在まで，リフ
トの新設，コース整備，スノーアトラクションの充実に加え，社員，従業員研修の徹底，
地域参加型セミナーの実施，有名スキー場やテーマパークとの提携など，顧客ニーズに応
える魅力あるゲレンデ造りを積極的に行っている。 
 
５．おわりに 
 スキーとスノーボードの発祥を辿ると，スキーは雪上の移動手段として考案されたとい
うことに対して，スノーボードは雪山をサーフィンのように滑り降りたいという好奇心か
ら考案されており，それぞれのルーツはまったく違ったものである。日本ではまず，1990
年代にスキーが大流行し，2000 年に入ってからスノーボードが流行しだした。スキーもス
ノーボードも海外発祥であるにもかかわらず，日本でのスキー・スノーボード用品の普及
率は世界の中でも高い水準であり，日本でのウインタースポーツは日本の文化の一部とな
りつつある。現在は，若者の間ではスキーよりもスノーボードの方が人気であり，スノー
ボーダーの数は年々増加傾向にある。それにあわせて，全国のスキー・スノーボード場で
はスノーパークの設営やスノーボードの全面解禁など，利用者のニーズに対応できるよう
に，様々な工夫をしている。また，冬季以外でも，合宿施設，地元の小学校の授業，近隣
の府県の小学校の林間学校など，地域の自然環境を生かしたレクレーション施設として利
用されており，スキー・スノーボード場は単なる娯楽施設ではなく，子どもたちの自然体
験の場としても活躍している。 
 
１）グランドトリック  平らなところで行う，トリックの総称。板をバターナイフのように扱う
スタイルから，アメリカでは「バタートリック」とも言われている。 
２）キッカー 人工的に作られたジャンプ台。 
３）CSS，Crystal Snow System，造雪システム 
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